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福島第一原子力発電所の廃止処置を合理的に実施する上で，汚染コンクリートの温度履歴情報が重要と

なる．本研究においては汎用三次元数値流体力学（CFD）解析コードを用い，福島第一原子力発電所のコ

ンクリート構造物における伝熱特性ならびに事故時の温度変化を検証した．本発表においてはメルトスル

ー直後のデブリ形状を崩壊熱源として実施した熱解析結果の説明を行う． 
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1. 緒言 

福島第一原子力発電所（1F）の廃炉においては，発電所に最も多用さ

れるコンクリート（約 50万トン）の汚染状況を的確に把握し，合理的に

分別・除染を行うことが重要となる．本研究においては，1F コンクリー

トの変質評価に必要となる温度情報を 3 次元熱流動シミュレーションを

用いて検討を行った． 

2. 解析モデル 

本解析では，図１に示した PCV 内，S/C 内，トーラス室内，空気ギャ

ップ層，建屋内部を解析領域とし，空気・コンクリート・デブリの連続体

により構成される．発熱源は溶融落下直後の燃料デブリ（固相）と

Cs-134,137の熱源とした．デブリ形状は落下直後の形態を模擬し，事故

進展解析コードの結果を元に RPV内，ペデスタル内部および

散布ピット内部に堆積させた．揮発性を有する Cs-134,137 に

ついては炉内，原子炉建屋内に分布付着していると仮定した． 

3. 崩壊熱 

落下した燃料デブリ重量は 120tと仮定し，その半分近くは

高温溶融した金属製構造物が含まれていると仮定した．本解

析では UO2の物性値を使用したが，燃料デブリの熱伝導率値

等は UO2以上に高いものと考えられる．メルトスルー直後の

デブリ崩壊熱を決定するにあたり，事故直後の実測値データ

と，事故進展解析コードの結果を元に，最大値 69.3MW と仮

定した（図２）．本発表においては，格納容器周囲に使用され

たコンクリートの温度履歴ならびに温度分布の解析結果について

報告する． 
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図１．福島第一熱解析領域 

図２．事故直後のデブリ崩壊熱 
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